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第１回｢デジタル人材育成・確保ワーキンググループ｣

～地域デジタル人材育成・確保推進事業について～

2022年7月21日
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【予算５.３億円】（１）地域DX促進活動支援事業 【予算5.3億円】

（２）地域デジタルイノベーション促進事業 【予算4.8億円】

（３）地域デジタル人材育成・確保推進事業 【予算５.8億円】



マナビ DX Quest
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⚫ 地域の企業・産業のデジタル化・DXを推進させるためのデジタル人材は、都市部、IT企業に偏在しており、地域
のユーザー企業においては人材確保が困難。

⚫ 経済産業省では、このような状況下において、必要なデジタル人材を育成・確保するために「デジタル人材育成
プラットフォーム」を構築し、3段階の育成プログラムによりデジタル人材を育成。

地域デジタル人材育成・確保推進事業(全体)

【想定するプログラムの受講生】
社会人（企業内人材、行政職員、フリーランス等）や、学生（大学生、高専生、専門学校生等）から募集。

地域中小企業との協働による、
課題解決型現場研修プログラムの実施

全国各地の中小企業と受講生を派
遣し、企業と受講生の協働による「課題
解決型現場研修プログラム」を実施。

➢ 地域の企業・産業のDXを推進す
ることのできる人材の輩出。

実企業データに基づく、実践的なケース
スタディ教育プログラムの実施

具体的な企業をテーマにしたプログラ
ムを通じて、DX推進の一連のプロセス
を一気通貫で学ぶ

➢ 企業の課題をデジタルにより解決
するために必要なスキルの習得。

デジタルスキルを学べるオンライン教育
ポータルサイト「マナビDX」の提供

デジタル人材育成プラットフォーム（運営：ボストン・コンサルティング・グループ（BCG））

１層 ２層 ３層

ポータルサイトに掲載されている学習
コンテンツにより、基礎的なデジタルス
キルを学習。

➢ デジタルの重要性やDXを推進す
るうえでの役割を知識として理解。

受講生同士がお互いに学びあいながら、一人一人
がそれぞれの体験として企業の課題解決方法を身
に着ける

企業と受講生が協働し、実際に企業が抱える課
題解決の取組に参画することで実践的なスキルを
身につける（３層受講には、２層受講が必須）
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⚫ デジタル人材の育成を推進するため、デジタル知識・能力を身につけるための実践的な学びの場として、デジタル
人材育成プラットフォームのポータルサイト「マナビＤＸ（デラックス）」を開設。

オンライン教育ポータルサイト(1層/マナビDX)

「マナビＤＸ（デラックス）」は、デジタルに関する知識・能力を身につけることができるポータルサイト。
これまでデジタルスキルを学ぶ機会が無かった人にも、新たな学習を始めるきっかけを得ていただけるよう、誰でもデジタ
ルスキルを学ぶことのできる学習コンテンツを紹介。

【4つのテーマから学習コンテンツを検索】

【活用例】

※マナビDX サイト(https://manabi-dx.ipa.go.jp/ ) より引用

https://manabi-dx.ipa.go.jp/
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⚫ 9週間のPBL (Project-based Learning:プロジェクト型学習)を中心に据えたプログラム。

⚫ 実際に手を動かし受講生同士学び合いながら、ケーススタディを解くことで、"DXを推進する際の一連
のプロセスを経験し、進め方/ポイントを理解する" ことを目指す

ケーススタディ教育プログラム（2層/マナビ DX Quest）

具体的な企業をテーマにしたプログラムを通じて
DX推進の一連のプロセスを一気通貫で学ぶ

受講生同士の｢学び合い｣の場を提供
"講師無し" での学びを実現

Zoom等を使った交流の機会、SlackやWikiを使った情報
交換の機会を提供

※マナビDX Quest募集ページ(https://manabi-dx.ipa.go.jp/manabi-dx-quest-2022/)より引用

https://manabi-dx.ipa.go.jp/manabi-dx-quest-2022/
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⚫ 現場で経営陣・担当者とDXを推進する実体験を通じて、PBLで学んだことを現場で推進する際
の難しさやポイント等を理解する。机上では得られない学びが可能なプログラム。

課題解決型現場研修プログラム（3層/マナビ DX Quest ）

※マナビDX Quest募集ページ(https://manabi-dx.ipa.go.jp/manabi-dx-quest-2022/)より引用

https://manabi-dx.ipa.go.jp/manabi-dx-quest-2022/

